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とが明確にされている。⑥化学的酸化で生成されたキノンジイミン誘導体は、NOE および 15N ラベルした化合物の
2J（13C、15N）により anti、anti 体の単一異性体として構造決定ができている。⑦通常のキノンジイミン誘導体の単
座配位とは異なり、ベンゾチアジアゾールおよびキノキサリン部位を導入することで二座配位が可能となっている。
⑧複素環の種類によって配位形成が異なり、ベンゾチアジアゾールを導入した場合はクロスリンク型、キノキサリン
を導入した場合はリニア型の錯体をそれぞれ形成することが確認できている。 
 以上のように、本論文は、HOMO-LUMO ギャップが小さく、レドックス機能、および二座配位を持つπ共役系分
子を目的として、ベンゾチアジアゾールおよびキノキサリン部位を有するパラフェニレンジアミンを合成している。
また、導入する位置および種類を選択することによって、レドックス特性や配位形成を制御できていることは、π共
役系高分子に関する研究に大きく貢献するものである。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
